
   講義で微生物の環境での役割を説明する際、炭素や窒素などの物質循環のキープレイヤーだという説明をします。
物質は食物連鎖や人間活動などに付随して循環しており、その循環において、複雑な有機物の低分子への変換を担
う微生物が果たす役割は大きいと解説します。微生物が物質循環を駆動し、ひとつながりの輪を実現しているのです。
   口から腸へとつながる消化管は、トポロジー的には外環境と言えます。腸は血管、リンパ管などを介して体内環境と
密接につながっています。したがって、口と腸は、外環境と内環境をつなぐ循環経路を提供していると言えます。さて、
最近、この循環経路を巡って様 な々生理機能を全身で発揮しているかもしれない物質が様々に見いだされてきており、
その物質の産生に腸内細菌の代謝活性が関与している可能性が示唆されております。例えば、食事成分に由来する
腸内細菌代謝物（ポストバイオティクス）の一つ、脂肪酸代謝物であるHYAが、口と腸とで上皮細胞のバリア機能を強
化することが見いだされています。体内においても、環境における微生物の役割と類似の“つながりを作る様相”が見
えてきているかのようです。
   口と腸と全身と、外循環と内循環、これらをつなぐ腸内細菌の機能。これまで分離して従えられてきた事象が、一気
にそのつながりをあらわにしてきているのです。
そしてすべてはつながっている・・・・。
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